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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和7年5月26日

振興金属商事株式会社

金属スクラップの再資源化を通じて、資源の有効活用と
廃棄物削減に貢献している。加工過程では省エネルギー
化を進め、使用電力の効率的運用や待機電力の削減を実
施。騒音・粉じん対策として防音壁や散水設備を整備し
、周辺環境への影響を低減している。また、油類の保管
管理や排水処理設備の適正運用により、水質汚染や土壌
汚染のリスクを抑制し、環境保全に配慮した事業運営を
行っている。

地域社会との共生を重視し、継続的な社会貢献活動を行
っている。具体的には近隣地域での清掃活動や地域イベ
ントへの協賛を通じて、良好な関係づくりに努めている
。また、地域雇用の創出や若年層への職業体験の機会提
供を通じて、地域経済や人材育成にも貢献している。さ
らに、安全教育やリスクアセスメントの実施により、従
業員の労働環境改善と事故防止を図り、安心して働ける
職場づくりにも力を入れている。

地域で発生する金属スクラップを地域内で再資源化する
ことにより、資源の地産地消を実現し、循環型社会の構
築に寄与している。地域の企業や解体現場などから回収
した資源を自社で選別・加工し、再び地域内の製鋼業や
製造業へ供給することで、経済的な付加価値を地域内に
循環させている。また、スクラップ市場の安定供給体制
を整え、製鋼・製造業との連携を強化し、地域経済への
波及効果や関連産業との共存を図りながら、持続可能な
経済活動の一翼を担っている。

⑫つくる責任 つかう責
任,⑬気候変動に具体的
な対策を,⑪住み続けら
れるまちづくりを

令和6年度工場排水分析値（最終排水桝）
水素イオン濃度（pH）7.8 中性〜弱アルカリ
性（自然水域の正常範囲内）
BOD（生物化学的酸素要求量）1.3mg/L  非常
に良好な水準
COD（化学的酸素要求量）1.4mg/L ほぼ汚染の
ない水準
浮遊物質量（SS）1未満	mg/L  極めて透明度
の高い水
ノルマルヘキサン抽出物質（油分）1未満	mg
/L 油脂汚染ほぼなし

工場排水分析値（最終排水桝）

2030年度までに､令和6年度比で
①BOD･COD1.0未満
活性炭吸着処理､膜ろ過処理(MF/UF)の追加
② SS(浮遊物質)｢未検出｣又は0.5 mg/L未満
 ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌｨﾙﾀｰ追加→微細粒子除去
③ ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質(油分)｢未検出｣
 吸油ﾏｯﾄ交換､水面除去装置導入

④質の高い教育をみんな
に,⑰パートナーシップ
で目標を達成しよう,⑦
エネルギーをみんなに 
そしてクリーンに

⑫つくる責任 つかう責
任,⑬気候変動に具体的
な対策を,⑰パートナー
シップで目標を達成しよ
う

R6年度　サッカースポーツ少
年団1団体の工場見学、リサ
イクル勉強会開催

県内製鋼所への納入量・納入
率実績
令和6年度　23,257t・58％
令和7年度　20,408t・60％

工場見学、リサイクル勉強会受入
団体件数

県内製鋼所への納入量・納入率

2030年度までに地元小中学校延べ
10校受入

2030年までに、
令和7年度比で
納入量＋10,000t以上
納入率＋10％以上

・重点項目について社内共有を実施。
・業務改善提案にあたっては対外的にも公表しいてる「当社のSDGｓへの取り組み」の関連項目に沿った形で検討している。

・SDGｓの取組み記載ページのURL：
https://507459f8-fa7c-4397-8296-a7e6442bde83.filesusr.com/ugd/3efbd7_83dd43cdeec346bc916dde35e89750f9.pdf
・HP内ブログ
https://shinkokinzoku.wixsite.com/shinkou-site/blog


